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名古屋市スポーツ推進委員連絡協議会

スポーツ推進委員たより第44号 令和７年８月29日発行

Nagoya City Community  Sports Leaders  Associations

巻頭の言葉
名古屋市総務局
アジア・アジアパラ競技大会推進部
担当課長（事業調整）　六浦　陽介

愛知・名古屋では、来年、2026年に第20
回アジア競技大会・第５回アジアパラ競技大会
が開催されます。本市が今まで経験したことの
ない規模の国際総合スポーツ大会で、アジアの
45の国と地域から、選手、監督、コーチといっ
た大会関係者や、観客など多くの方々がこの地
域を来訪すると見込まれます。
両大会の開催中におきましては、市内ではメ
イン会場である瑞穂公園陸上競技場をはじめと
する多くの会場で競技が行われ、第20回アジ

ア競技大会では市内17
会場で16の競技が、第
５回アジアパラ競技大
会では市内10会場で10
の競技が実施されます。
アジアのトップアスリー
トによるスポーツの祭

典を、ぜひご覧いただ
けますと幸いです。
本市としましては、
アジア・アジアパラ競
技大会を一過性のス
ポーツイベントに終わ
らせることなく、大会
の開催効果を、スポーツ振興をはじめ、国際交
流の促進、共生社会の実現、国際競争力の強化、
都市環境整備の促進など、さまざまな分野につ
なげてまいりたいと考えております。
大会の開催に伴い、競技会場やスポーツ施設
といった市内施設が利用休止となるなど、ご負
担もおかけする面もありますが、大会終了後に
市民の皆様がこの大会を振り返った時に、アジ
ア・アジアパラ競技大会を愛知・名古屋で開催
してよかったと思っていただけるよう、開催に
向けてしっかりと取り組んでまいりたいと考え
ております。
開催まで500日を切りました。地域一体となっ
て大会を盛り上げていきたいと思いますので、
スポーツ推進委員の皆様におかれましては、引
き続きご支援を賜りますようお願い申し上げます。
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各区の活動報告

緑区スポーツ推進委員連絡協議会

緑区スポーツ推進委員連絡協議会活動報告緑区スポーツ推進委員連絡協議会活動報告

名東区スポーツ推進委員連絡協議会

名東区発！地域・世代をつなぐモルック大会名東区発！地域・世代をつなぐモルック大会 名東区

緑区は本市で最も人口が多く、24万人を超
えています。学区数も本市最多の28学区あり、
現在、スポーツ推進委員連絡協議会は83名で
構成される大所帯ですが、それぞれが自らの力
を発揮し活躍しています。
スポーツ推進委員は、区民まつりへのブース
出展を始めとし、学区対抗行事、各学区で行わ
れるスポーツ行事に携わるとともに、各種研修
会への参加を通じて、自己研鑽にも励んでいます。
今回は、「スポーツ！チャレンジ広場」につい
てご紹介します。
「スポーツ！
チャレンジ広場」
は、スポーツに
親しむ機会を提
供するための体
験会で、毎年、

区民まつりのブース
として開催していま
す。備品の準備や参
加者の列の整理など
大変な面もあります
が、多くの方々の笑
顔が見られる、やりがいのあるイベントです。
今年度は、アジア競技大会・アジアパラ競技
大会のフレンドシップ事業の一環として「スポー
ツ！チャレンジ広場」において、アスリートと
地域の方との交流を図る予定です。例年以上に
多くの方々の来場が予想されますが、大所帯の
強みを生かし、皆で協力しながら、スポーツの
魅力をより多くの方々に伝えていきたいと考え
ています。
今後も、緑区にスポーツを普及させるため、
日々活動していきます。

名東区スポーツ推進委員連絡協議会は、19
学区57名で構成され、学区や区の多様なスポー
ツ行事の運営に携わり、活動しています。
令和５年度からは区独自の取り組みとして「名
東区モルック大会」を新たに立ち上げ、私た
ちは主管団体として大会の運営に当たっていま
す。この大会は「子どもの部」「大人の部」「フ
リーの部」の３部門に分かれており、年齢や経
験を問わず誰もが気軽に楽しめる内容となって
います。さら
に、部門に関
係なく、どの
チームでも参
加できる親善
試合用のコー
トも設けてお

り、学区や世代
を超えたつなが
りを深める場と
なっています。
昨年度は、名
東区の区制50
周年を記念して開催された「めい冬（とう）フェ
スティバル」の連動企画として第２回大会を開催。
各部門の優勝チームと名東区マスコットキャラク
ター「めいとう勝家くん」チームによるエキシビ
ジョンマッチも企画され、総勢200名以上が参
加する盛況ぶりとなりました。
今後も名東区ならではの地域イベントとして、
モルックの魅力を広めるとともに、スポーツを
通じた人と人のつながりを大切にしながら、活
動を継続していきたいと考えています。

緑　区
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科　目 決算額 内　　　　訳
雑 入 95 利息
繰 越 金 63,200 前年度繰越金
合　計 63,295

科　目 決算額 内　　　　訳
事 務 費 0
予 備 費 0
合　計 0

【歳入の部】� 単位：円
令和６年度特別会計歳入歳出決算

【歳出の部】� 単位：円

科　目 予算額 内　　　　訳

補 助 金
221,000 市補助金

70,000 県連協研修会費補助金
雑 入 26,700 みんなのスポーツ地区奨励費
繰 越 金 182,084 前年度繰越金
合　計 499,784

科　目 予算額 内　　　　訳
事 務 費 163,300 研修会等での消耗品 振込手数料等
研修会費 170,800 市研修会（研修会２回）
事 業 費 137,600 広報誌（２回発行）
予 備 費 28,084 その他
合　計 499,784

令和７年度一般会計歳入歳出予算
【歳入の部】� 単位：円 【歳出の部】� 単位：円

令和６年度一般会計歳入歳出決算

科　目 決算額 内　　　　訳

補 助 金
221,000 市補助金

70,000 県連協研修会費補助金
雑 　 入 26,600 みんなのスポーツ地区奨励費
繰 越 金 181,609 前年度繰越金
合　計 499,209

科　目 決算額 内　　　　訳
事 務 費 66,745 みんなのスポーツ購読料 振込手数料等
研修会費 113,100 講師謝礼（研修会２回）
事 業 費 137,280 広報誌（２回発行）
予 備 費 0
合　計 317,125

【歳入の部】� 単位：円 【歳出の部】� 単位：円

科　目 予算額 内　　　　訳
雑 　 入 0
繰 越 金 63,295 前年度繰越額
合　計 63,295

科　目 予算額 内　　　　訳
事 務 費 0
予 備 費 63,295
合　計 63,295

【歳入の部】� 単位：円
令和７年度特別会計歳入歳出予算

【歳出の部】� 単位：円

月 内　　　　　容 月 内　　　　　容
４ 10

５

14㈬

26㈪

28㈬

県理事会・評議員会
（愛知県社会福祉協議会）
第１回理事会
（イーブルなごや）
県第１回常任理事会
（県庁）

11

13㈭
14㈮

26㈬

全国スポーツ推進委員研究協議会
（長野市）

県第２回常任理事会
（県庁）

６ 12
７ １

８

8㈮

16㈯

県地区会長・副会長会
（豊橋市）
市民スポーツ祭　総合開会式
（中村スポーツセンター）
※区対抗の部（８/16～12/21）

２

13㈮
14㈯
25㈬

28㈯

東海四県スポーツ推進委員研究大会
（下呂市）
県第３回常任理事会
（県庁）
第２回スポーツ推進委員研修会
（千種スポーツセンター）

９

6㈯

20㈯

県スポーツ推進委員研修会
（東海市芸術劇場）
第１回スポーツ推進委員研修会
（中区役所ホール）

３

6㈮
7㈯
8㈰
未定

マラソンフェスティバル　ナゴヤ・愛知

第2回理事会・評議員会
（未定）

※専門部会（広報部会・研修部会）は、それぞれ年２回開催予定

名古屋市スポーツ推進委員連絡協議会
令和７年度事業計画 ※令和７年８月現在
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ひろげよう マイ・スポーツ

わたしからもちょっと一言
推進委員10年、古希目前。縮小
した地域行事もありましたが、ソフ
トバレーやレクインディアカ、ソフ
トボールなどを通じ、地域の皆さ
んがふれあえる場づくりに励んで
います。今年初開催の大宝学区秋
のふれあいフェスティバルでも身
体を動かす催しを計画しています。

私たち福田学区の体育委員会
組織は全18名で構成されており、
委員が協力して年間で９行事を開
催しております。実施に当たって
は競技による傷病防止、特に近年
の猛暑による熱中症防止には細心
の注意を払っております。

私の推し活は『ユニバーサルス
ポーツ』です。
誰もが参加でき、その場にある
道具・その場で創ったルールで、
誰もが勝利できるチャンスのある
『ユニバーサルスポーツ』を面白く
楽しく、行っていきたいと思います。

私は体指としての活動がきっか
けで、今日まで地域スポーツの発
展に携わってきました。スポーツ
コーディネーターとして、また地
域のジュニアスポーツ バレーボー
ルの指導者として、子どもたちと
楽しく愉快に活動していきたいと
思います。

熱田区
前田　隆

中川区
草薙　健

港　区
原　久由

南　区
花井　留美子

編集後記
今回の第44号発行に際し、ご協力いただきました皆様、ありがとうございました。
年々暑さが増しております。体調管理をしっかりして、スポーツを盛り上げていきま
しょう。	 （名東区　小澤　奈美子）
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天白区スポーツ推進委員連絡協議会

ウォーキングへのいざないウォーキングへのいざない

広 報 部 会
部会長　大丁　基生
部会員　竹内　裕子　淀川　悦子
　　　　鈴木　広子　高橋　春美
　　　　森下真由美　爲房千香子
　　　　小澤奈美子　森　智恵子

天白区

天白区スポーツ推進委員連絡協議会は、16
学区48名で構成されており、区のスポーツ事
業の実施や運営、学区のイベントやスポーツ大
会の運営などに携わり活動しております。
天白区スポーツ推進委員連絡協議会では、毎
年３月に「天白区なごやかウォーク」を開催し
ています。
私たちスポーツ推進委員は、農業センター周
辺コースの各所で案内や誘導をしています。「天
白区なごやかウォーク」は、手軽で取り組みや
すいウォーキングを推進することにより、地域
住民の健康を目指しています。さらに自然豊か
な風景を目にしながら和やかに話しつつ歩くこ
とでリラックス効果も見込め、良い気分転換に

なると好評です。近くには名所も多く、少し足
を延ばすと日常生活では得られない体験もでき
ます。地域とのつながりを作り、心身の健康の
維持に、ウォーキングはいかがですか。


